
※セット内容には含まれません。■プラレールアドバンス使用可能な通常ブラレール鄭品（抜粋） 濠社しくは磁hホームベージにな涵藷ください。
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●傾斜のついたレール｀ポイントのついたレール、プラレール●jljをコントロールできる情景瓢品などは便用できません。
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この蔽はタカラトミーの「プラレールアドバンス AS-010祟薪藷蘊j・をお貞ぃ上げいだたき、凪にありがとうこざいます。...．具 ．とそ・ •い

さ使用の前に、この取り扱い説明書をよくお醗みください。また、 読み終わった後は必す保管しておいてください。
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プラレールアドバンスの詳しい情輯は、公式ホームベージで （ 
し●0ょ， ．んばん そうこ9

■プラレールアドバンスの車両を安全に走行させるために
し●099 0た心で心9●9こ9 しよ9

0ブラレールアドパンス寧両はブラレールのレールの片側を電動走行する仕様となっています。
・くに

推奨レール、推奨部品およびブラレールアドバンスの詳しい情報に関しては、ブラレールアドバンスの公式ホームベージにてご確認ください。しよ， ．〇 し9けい● 0^ °0う~,

0使用できないレール部品、情景部品がこざいます。予めこ了承ください。
し●り•9 ●9C9 

0プラレールアドバンス車両を走行させる際は平らな場所で、薔廂していないレールを伎角してください。
““‘ カーベットやでこぽこした場所でのレイアウト上では走行できない場合があります。

ゆがんだり、薔廂しているレールや、レールの荘伍によっては這紆できない白笞もあります。苓シめざ亨炭ください。
記・ 尺● ●●負つ09口げ^ A 009ヽ

0レールはつなぎ目で段差ができないようにつないでください。段差が大きいは悦輪の原因となりますので己注憲ください。
“皿9 9貪

つなぎ目が浮いてきた場合は上からしっかり押してレールが平らになるようにこまめに調整してください。ビ・ ・-・.. 段差が解消されない場合は他のレールを伎用してください、＇
."~ ＂^v ●9こ9筐 9̀9 てい● 這•"

0車両やレールに付着したホコリなどが原因で走行性能が低下する場合があります。
●9 0"’ 鴫嶋9と9

その際はめん欅や乾いた布等できれいに拭き取ってください．
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蘊遥は．繭の全を蘊枷こ蒙きこまれないように、
注童してください。

ブラレールアドバンス ）で籟彙II
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タカラトミーではブラレールアドパンスをいつまでも豪しく
"・ - ..... ・・---・ .. •-· "' 遊んでいただくために、アフターサービスを行っております。
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んでいるうちに、労白の＊藷ゴムがすりへったり
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蜀品が破損してしまった時は、弊社のお』鳩IUL室まで
＂＇û ・`＇』，．り｝ ・とヽ●9

お問い合わせください。この商品は精密部品が内董されて

おりますので、むやみに分藷すると、磁iiiの位目となります。

株式会社5カラトミー
，，カラトミーでは、「子供たち(S逗

軍 l3怠碑窓なっおりお亀W 恥 Illlよっ頂顧叫lふ到環なるも加J1ッ
ヶージの写翼やイラストなどと異なる遍―丘ェいますがこ了承くださしヽ 霞品につきましては、万全の
注・をはらって襲迄IC!鉱=)ておりますが、万ーお気付きの点がコざいまUさら下記までこ遍絶くださA・

株式会社タカラトミー お雹檀相談室 ...」●●9~
●品や鯵糧については、下紀お零讃●●富攣でお問い合わせください．

〒124-8511饗只藝●鰤区立石7-9-10 TEL03-5650-1031 

〒532-0003大阪府大阪市淀川区宮厠3-3-31 TEL06-6395-1031 

●電●曼付鋳閾月～●●8（●8懇日を綜く） 90~（7騎

・こし・ ・・ ~• 
保護者の方へ、 必すお読みください。

●い● •^． 09"で＾・く● ●● 
●小さな鵬や乾軍があります。口の中には戴討に入れないでください。蘊直などの白蘊があり蒙す。

霞けん こい・ •ん こ守拿蟻 ●戴
●匹の急膿があり攣すので、3オ未溝のお子鑽には111対に与えないでください。

•世の森は“如；；砕ってください。
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●電池を誤鉗わすると貸扁．破裂・液漏れの恐れがあります。令1arこ箔簸してください。

溌底磁福（ニッケル采柏磁贔など）、ニッケル簗覧磁屯（オキシライト稔遍油など）は品対に使蒲しないでください。

④e（ブラス・マイナス）を正しくセットしてください。

蓋 “lltMんだ後は必すスイッチを切り電池をはすしてください。

ショートさせたり溌遍、笞砿茄蘭灰の笛に入れたりしないでください。
・入い9 で" .̀ • 頃い にし""..．り いし ●9だ^
万一、電池からもれた液が目に入った場合はすぐに大量の水で洗い、医師に相談してください。
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ひふや服に付いたときは水で洗ってください。
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や肇の毛や衣服などをはさまれないように注憲してください。
．．卓 c m しよう!tlt3)い．．ん c c• てとと は0ん

●思わぬ 故の恐れがありますので、こ伎用後は3オ未満のお子様の手の届かないところに保籠してください。
し •••9 •そ

●絶対に車両を振り回さないでください。ぷつかると思わぬケガをする恐れがあります。
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お●い〉0訴函r4耐社贔すぐに檜ててください。
し．，．．，．→ ••“’'“ • "・ • 0こ使用の前に取り扱い脱明●をよくお蒙みください。また` 醗み終わった犠は必す保讐しておいてください。

0き羨直§g.。せてください。誤って連結すると走行に支朧をきたす場合があります．
0遍結腿を薫遷な方向に引っ張ったり，曲げたりしないでください。

9··fり 9 ●入9り9, ．n•~~• ~ • ~ ". 

0フラレールアドバンスの車両は形状を再現するために、●両全畏や●面●量に違いがあります．し.n1 99•9 日・ ・09しく● ．曇9 し～9

そのため、車両の走行スピードの遍いや聾品叫8み合わせにより、本来の遊び行が出粂ない場合があります。こ了承ください。
0ブラレールアド／やスの哉紬は偽対にしないでください．a五などを存いますと、是持ゃ五びに支面が出たり、寂繭の麻貞となる奇篇社があります．”‘°‘ 一●'-う 999999こう
0この霰品はブラレールのレールの片傭を電動走行する仕藷となっています。

直レ m-，．．ん ’" 面”~ ”し鑽ール、帷奨郎品およびプラレールアドバンスの詳しい 耀に関しては、フラレールアドバンスの公式ホームページにてこ確認ください。
0緬できないレール白品、iii減白為ヵ'"ざいます。苓めこ？百ください。噌 ．、ヽ●い ・し』～れ9 し●， ．り a9 ●999 •ら

0走 させる隣は平らな蠣所で、変形していないレールを使用してください。カーベットやでこぼこした蝙所でのレイアウト上では走行できない珊合があります．
．→ -い一' ●,.,..,.̂ ャ n~9

ゆがんだり、変形しているレールや、レールの状態によっては走行できない白笞もあります．予めこ了承ください．
． ＂ヽ・ ”~ • ”“ ”0^  "̂`” ●9い0レールはつなぎ目で段聾ができないようにつないでください．段差が大きい4".0)票因となりますので己主憲ください。

つなぎ目が浮いてきた場合は上からしっかり押してレールが平らになるようにこまめに11整してください。
o蘊耐ゃレールに付面したホコリなどが自目で伍行店磁IJi泣未する白笞があります。そのiiirなめん、ゃ厄いた苓給できれいに点き蔽ってください．

“ ■セット内容
ロいしんかん憾^ ●^い 0ょう

•O系新幹繍 Xl 編成 (4両）
と~-～口紀、し ・い・^ し

•取り扱い翫明書-Xl 枚（本紙）
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※遊ぷときは蜃の毛を車輸にまきこまれないように注意してください。

R蘊位の取り対しかた
かん℃ん 5 い

＠乾電池の入れかた

かんでん 9 と ●書
〇 乾電池の取り外しかた
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とう09くし●●人dというし 。ウ
動力車本体後ろ側のネジを、
•そ
細めのプラスドライバーでゆるめて、
し0たい とは●
車体を取り外してください。

し・しん たん ●んでん， ．ん
写真のように単4アルカリ乾電池1本を、

... ただ
④ eを間違えないように、正しくセットしてください。

R箭蓮・藷蓮のしかた
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● 前進・後進の切り替えができます。
9えがわ い ばんしん

●スイッチを上側に入れると前進、
した こ9しん
下側に入れると後進します。

かんでん 9 やし●しぶ心 0る 。
乾電池の矢印部分を軽く押し、,0.. 
乾磁池の④側を持ち上げ、取り対 してください。
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●下の写●の通り1両ヲつ眉 薔に、正しく連結さ口てください。

各車両の連結器をシャーシのポスにまっすぐ差し込んでください。
＇ん 99•9 0 

外すときは連結器をねじらないでまっすぐ引き抜いてください。

r 
C9し^ ［9 

（後進時： 2両目） --〇しん U 口．，．
（後進時： 1両目）

n”’ □ 0つょ9 いし9 ● ● ^^.Oい
※連結器を必要以上に折り曲げたり変形させたりしないでください。

." n̂，口つ "こ9 しし9 • O‘ 

※誤って連結すると走行に支障をきたす場合があります。?-n^ "つ じヽう いどう
●連結した車両を持ち上Iプ、レーIIJ上f¥移動させま室。

Kール令11,祠息てから蘊せるようにしてください。

全ての走行車輪をレールの溝にはめた蘊籠＜箭後に動かして

顧がレールに正しく載っているか確かめてください。
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●っている状麟にしてくださ

※蔵せる遥苔は、五籐レール正＇で存ぅことを袖羹します。


